
いじめ防止基本方針

御所市立御所小学校

１ いじめの定義と基本方針

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当

該児童 等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を

与える行為（インタ ーネットを通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の

対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

（いじめ防止対策推進法第２条）

本校の全教職員は，「いじめはどの学校でも，どの学級でも，どの児童にも起こり得る」という

認識をもち，次の４原則に従って対応します。

(1) いじめは人権侵害・犯罪行為であり，「いじめは絶対に許さない」学校をつくります。

(2) いじめられた児童の立場に立ち，できる限りの支援を行い，絶対に守り通します。

(3) いじめた児童に対しては，毅然とした対応と粘り強い指導を行います。

(４) 保護者との信頼関係づくり，地域や関係機関との連携協力に努めます。

本校の教育目標である「笑顔あふれる学校をめざして」が具現化できるよう，児童を被害者

にも加害者にもしない学校づくりをめざし，「いじめ防止基本方針」を策定します。

２ いじめの未然防止にむけて

（１） 学級として

① 児童がいじめ問題を自分のこととして考え，自ら行動できる集団づくりに努めます。

② 児童に対する教師の受容的，共感的理解により，児童一人一人のよさが発揮され，一

人一人の「ちがい」を認め合える学級集団をつくります。

③ 人権学習･特別な教科道徳等，全教育活動を通して規範意識やコミュニケーション能

力の向上を図ります。

④ 学習が焦りや劣等感などがストレスにならないよう，一人一人を大切にした分かる授

業づくりを推進します。

⑤ 教師自らが人権感覚を磨き，学級文化としての「人権」を根付かせます。

（２） 学校として

① 教職員の言動でいじめを誘発･助長・黙認することがないよう細心の注意を払います。

② 常に危機意識を持ち，いじめ問題への取組を定期的に点検し改善充実を図ります。

③ 「障害」を持つ児童をはじめ児童理解に努め，教職員で共通認識を持ち意思一致した

指導を展開します。



④ 年間１回の「アンケート」を実施し，早期に発見し適切な対応を行います。

⑤ 学校行事等で児童を主体性を喚起し，達成感や自己有用感等を経験できるよう配慮

します。

⑥ 生命尊重やいじめ防止を目的とした強化月間等における取組を強化します。

３ いじめの早期発見・早期解決に向けて

（１） いじめの早期発見のために

いじめは大人の目の届きにくいところで発生しており，学校・家庭・地域が全力を挙げて

実態把握に努めます。

① 児童の声に耳を傾けます。（日記，会話，アンケート等）

② 児童のいじめを疑います。（いじめ対応チェックリスト等の積極的な活用）

③ 児童の行動を注視します。（生徒指導上での事象，アンケート等）

④ 保護者と情報を共有します。（連絡帳，家庭訪問，電話相談等）

（２） 早期解決のために

いじめ問題が生じたときには，詳細な事実確認に基づき早期に適切な対応を行い，関係

する児童や保護者が納得する解決をめざします。

① いじめられている児童やその保護者の立場に立ち，詳細な事実確認を行います。

② 学級担任等が抱え込まないように学校組織で解決にあたります。

③ いじめた側の児童に対しては，行為の善悪を十分理解させ，謝罪･反省させます。

④ 法に抵触する行為に対しては，早期に警察等に相談して協力を求めます。

⑤ いじめが解消した後も，保護者と継続的な連係と必要な支援を行います。

⑥ いじめられた児童が安心して教育を受けられる環境の確保に努めます。

⑦ 双方の保護者に事実関係を伝え，いじめ事案に関する情報を適切に提供し解決につ

なげます。

４ いじめ問題に取り組むための校内組織

（１） いじめ問題対策委員会

校長・教頭・特別支援教育コーディネーター・生徒指導部長・児童支援教員・教務・養護

教員・（当該学年教員）による「いじめ対策委員会」を設置します。本委員会においては，い

じめ防止に向けた取組について定期的な点検を行います。また，社会情勢等を鑑み必要に

応じて工夫改善等を実施し，見直しを図ります。

（２） 人権教育推進部会

教材の選定や授業の進め方等を計画立案や，「人権を確かめ合う日の集会」を実施し，

人権を学校文化として根付かせます。



５ いじめ防止対策における留意事項

① 悪ふざけなども含め，いじめが疑われる行為を発見したときは，その場でその行為を

止めます。

② いじめを知らせてきた児童の安全は十分に確保します。

③ いじめを黙認していた児童に対しても自分の問題として捉えさせます。例え止めるこ

とはできなくても，誰かに知らせる勇気を持つよう指導します。

④ いじめをはやし立てる等，同調していた児童に対しては，加担している行為であること

を理解させます。

⑤ ネット上のいじめ事案等トラブルが多発する中，児童のネットモラル向上を図ります。

７ 関係諸機関連絡先

・御所市教育委員会 ６２－３００１ ６２－１６８３（夜間）

・御所市人権センター ６５－２２１０

・御所市青少年センター ６７－１８９６

・御所市子ども家庭相談センター ６２－４５１２

・大和高田警察署御所警察庁舎 ６３－０１１０

・奈良県教育委員会教育研究所教育支援部 ０７４４－３３－８９０８

・高田子ども家庭相談センター ２２－６０７９

・大和高田警察署 ２２－０１１０
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